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乗車人員の状況
　令和３年度（決算見込み）の市バス・地下鉄の乗車人員は、令和元年度（コロナ前）と比べて２割程度減
少しています。これは、緊急事態宣言の発出等による不要不急の外出・移動に対する自粛要請の影響の
ほか、在宅勤務やオンライン授業の普及等の影響によるものと考えられ、令和２年度から同様の傾向が
続いています。
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令和2年4月16日～令和2年5月14日
令和2年5月15日～令和2年5月25日
令和2年8月6日～令和2年8月24日
令和3年1月14日～令和3年2月28日

名古屋市内で新型コロナ
ウイルス感染者を初確認

緊急事態宣言（１回目）
《愛知県独自》緊急事態宣言
《愛知県独自》緊急事態宣言
緊急事態宣言（２回目）

緊急事態宣言等の期間
令和3年4月20日～令和3年5月11日
令和3年5月12日～令和3年6月20日
令和3年6月21日～令和3年7月11日
令和3年8月8日～令和3年8月26日
令和3年8月27日～令和3年9月30日
令和4年1月21日～令和4年3月21日

まん延防止等重点措置
緊急事態宣言（３回目）
まん延防止等重点措置
まん延防止等重点措置
緊急事態宣言（４回目）
まん延防止等重点措置
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令和４年度予算
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高速度鉄道事業会計出資金
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企業債残高

特例債元金償還補助金
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営業収支
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営業収支
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貸付金返還金

平準化債償還金
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企業債残高
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　令和４年度予算の取り組み方針は、『新型コロナウイルス感染症の影響など社会経済情勢の変化に的確に対
応するとともに、名古屋市営交通事業経営計画２０２３の理念である「安全最優先のもと、快適さ、便利さを
積極的に高めることにより、誰もが安心して利用できる市バス・地下鉄」を目指し、計画に掲げた施策・事業
を着実に推進します。』とし、「新型コロナウイルス感染症等への対応」、「安全・安心の推進」、「快適・便利の
向上」、「まちの活性化への貢献」及び「安定した運営基盤の確立」に重点を置いた予算編成を行いました。

（※1）実質経常収支
　　　 実質的な経営成績を表すために、一般会計補助金のうち「特例債元金償還補助金」を経常収支から除いたもの。
（※2）実質資金不足額
　　　 実質的な資金不足の実態を表すために、資金不足を補うために発行した企業債の残高を含むもの。




